
日時 ：４月２３日（金）１９：３０～２０：３０ オンライン開催（ZOOM)
（記録のため録音させていただきます。）

「瀬戸に無縁だった私が、家族で瀬戸に来て馴染むまで」
～＃ﾘﾓｰﾄﾜｰｸ ＃ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ ＃子ども向けｺﾐｭﾆﾃｨ運営～

申し込み：先着３０名様程度
松原大介応援クラブFacebookのイベントページから、
または電話、メールなどで直接お問い合わせください。
ミーティングID、パスワードをお伝えします。

参加費 ：無料（今回は飲酒しながらの参加もOKです。）
今回はゲストを招いてお話を伺っていきます。
お気軽にご参加ください。

Matsubara Daisuke Seto City Report

瀬戸市議会議員
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ゲストを招いて
開催します!

みんなとオンラインで
第３回

第２回みんなとオンラインでしゃべくり広場に
ご参加いただきありがとうございました！
ご参加いただきました１６名の皆様ありがとうございました。
様々な世代の方々、他市から瀬戸に移り住んできた方々にもご参加いただけまし
た。「これから瀬戸市が力をいれるべきことは？！」をテーマに様々な意見が飛
び交い、あっという間に時間が過ぎました。

中谷一郎氏 1979年生まれ
岐阜県出身、名古屋、高蔵寺と
移り住んで住宅購入を機に2012
年に瀬戸市に移住。妻と子ども
3人の5人家族。2018年に㈱ｿﾆｯｸ
ｶﾞｰﾃﾞﾝに転職して以来、瀬戸で
ﾘﾓｰﾄﾜｰｸ勤務。余暇で子ども向
けﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾐｭﾆﾃｨ
「CoderDojo瀬戸」を運営。



松原大介応援クラブ
〒489-0055 愛知県瀬戸市滝之湯町24-1
TEL:0561-76-3153
Email:d.matsubara3153@gmail.com

松原大介の一般質問

松原大介応援クラブ
ホームページ

本市の教育行政は、新型コロナウイルス感染症対策として、昨年全国一斉臨時休校がされたことを契機
に、変革の時を迎えています。本年２月には本市の全児童生徒へのタブレット端末（iPad）の無償貸与が
開始されました。
本市の教育が大きく変わり始めていること、第２次瀬戸市教育アクションプランが見直し時期に入って

いることから、本市の教育行政がどこへどのように進んでいくのか、またその具体策について質問してい
きます。

子どもたちの学びの保障のために
本市ができることとやるべきこと

詳しくはこちら！
Youtube動画

どこからでも、お手持ちのパソコン・タブレット・ス
マートフォンで、来館せずに好きな時に電子書籍を借
りて読むことができます。
音声読み上げにも対応しているので、視覚に障害のあ
る方も本を楽しんでいただけます。

図書館のカードがあれば「無料」で利用できます。
一度お試しください！

こちらからどうぞ→

電子書籍の貸し出しが始まりました
瀬戸市では、現在０歳から中学生までの通院治療費・
入院治療費を助成してきましたが、４月から高校生の
入院医療費についても助成することになりました。

高校生の入院医療費が助成されます

五感を使った教育活動は、義務教育課程において極めて重要です。五感とは、視覚、聴覚、触覚、味覚、
嗅覚ですが、iPadで補完できるのは、主に視覚と聴覚です。
１人１台iPad整備による期待・効果は大きいものの、実体験や体験活動の代替はできません。バランス

と発達段階に応じた活用を期待いたします。
第２次瀬戸市教育アクションプランの見直しにより、新たな指針を示し、よりよい学びの環境によって、

瀬戸市の子どもたちが健やかに成⾧することを願います。

質問：「家庭におけるインター
ネット等の環境に関する調査」を
行いました。調査結果をどのよう
に分析・評価し、今後の課題をど
う捉えているのか伺います。

質問：令和７年度までの本市の教
育指針を明確にするためにも、第
２次瀬戸市教育アクションプラン
の変更・軌道修正は必須と考えま
すが、どのようか伺います。

この基金は、児童の権利、児童の福祉の保障、子ど
も・若者育成支援の基本理念にのっとり、一人一人の
子ども及び若者が、切れ目のない支援を受けることで、
それぞれの夢又は自立に向かって健やかに育つことが
できるための施策の財源に充てられます。

子どもの今・未来応援基金を設置

答弁：９割程度の家庭でインター
ネットが使える状態。今後の課題は、
ネット環境がない家庭への対応。
（ネット接続できる8,083人、できな
い65人。できるには有線のみ容量制
限あるを含む）

答弁：教育アクションプ
ランは、新たな施策も組
み入れ、見直しを行って
いく。また現場の教員の
意見も聞いていく。


